
令和５年９月２９日（金）

　　　　北区立　谷端小学校
　　　　校　長　　清水　智子

10月号（No.464）

1 2 3 4 5 6

1 日
2 月 5 5 5 5 6 6 委員会
3 火 5 6 6 6 6 6

4 水 4 4 5 5 5 5
安全指導
保護者会(１、２年１３：３０～　３～６年）

5 木 5 5 6 6 6 6 生活科校外学習 板橋こども動物園(１、２年)

6 金 4 4 4 4 4 4 １学期終業式
7 土
8 日
9 月 スポーツの日　秋季休業日

10 火 4 4 4 4 4 4
２学期始業式
アスレチックチャレンジ壮行会(朝)

11 水 4 4 4 4 4 6 アスレチックチャレンジ(６年)
12 木 5 5 6 6 6 6
13 金 5 5 5 5 5 5

14 土 3 3 3 3 3 3
土曜授業(公開なし)
開校記念集会、チャイルド班遊び

15 日

16 月 5 5 5 6 6 6
ダンス教室１、２校時(１～３年)　３、４校時
(４～６年)

17 火 5 6 6 6 6 6 開校記念日　読み聞かせ(１年)
18 水 4 4 5 5 5 5 読み聞かせ(２、４年)
19 木 5 5 6 6 6 6 避難訓練(二次避難訓練)
20 金 5 5 5 5 5 5 全校遠足(飛鳥山公園)
21 土 滝野川西地区祭り(午前 キッズバンド)
22 日
23 月 3 3 3 3 3 3 就学時健康診断
24 火 5 6 6 6 6 6
25 水 4 4 5 5 5 5 読み聞かせ(１、３年)

26 木 5 5 6 6 6 6
ダンス教室１、２校時(１～３年)　３、４校時
(４～６年)

27 金 5 5 5 6 6 6 クラブ
28 土
29 日
30 月 5 5 5 6 6 6 岩井前日検診(５年)
31 火 5 6 6 6 6 6 岩井自然体験教室(５年)①

1 水 4 4 5 5 6 5 安全指導　岩井自然体験教室(５年)②

2 木 5 5 6 6 6 6
岩井自然体験教室(５年)③
保育園交流(１年)　給食試食会

3 金 文化の日
4 土
5 日
6 月 5 5 5 6 6 6
7 火 5 6 6 6 6 6 読み聞かせ(２年２組、６年)

11月(第１週目)の予定表

日 曜 10月の予定表
授　業　時　数

http://www.city.kita.tokyo.jp/gakkoshien/kosodate/shogakko/gakkojoho/kuritsu/yabata/index.html

学校HPのQRコード

〒114-0023 東京都北区滝野川7－12－17 ☎０３（３９１６）１１５５

自分を支える人の存在に気付き感謝すること
校長 清水 智子

稲穂が黄金色に色づく10月を迎えました。まだまだ暑さが

続きますが、日が暮れる時刻が一日一日と早くなる様子に秋

の訪れを感じます。

9月は、盆踊り、子ども縁日、滝野川八幡宮祭礼と子ども

達が地域の皆様に大変お世話になる行事が続きました。一人

一人がはじけるような笑顔で楽しんでいる様子を地域の皆様

が嬉しそうにご覧頂いていることに、感謝の気持ちでいっぱ

いになりました。コロナ禍で活動が止まっていた中も子ども

達のためにと、様々な活動を開始するための準備を行ってく

ださいまして本当にありがとうございました。

スポーツの秋、バスケットボールや世界陸上、ラグビーや

バレーボール、アジア大会などで、日本選手が活躍していま

す。そのような中、選手の皆さんへのインタビューでは、

「支えてくれた方々のお陰で、このような結果を残すことが

できました」と感謝を伝える場面によく出会います。このよ

うな言葉を聞く度に、逆にこうした感謝の心がなければ、よ

い結果は出せなかったのではないだろうかとも思います。自

分のためだけに頑張っているのであれば、結果が出なくても

自分が我慢すればよいだけかもしれません。しかし、支えて

くれている方々の思いを心でしっかりと受け止めた時、その

一人一人の方々に少しでもよい結果を伝えたい、喜んでもら

いたいという気持ちが生まれ、自分の持っている力以上の実

力を発揮できるようになるのではないだろうかと考えるから

です。

先月話題にさせて頂いた文部科学省による全国学力実施状

況調査の意識調査の結果では、「人のために役立つ人になり

たい」という回答は80％を超えましたが、「地域や家族のた

めに取り組んでいることがある」という回答は40％を下回り

ました。人のために尽くしたいという気持ちは持っていても、

どのようにしたらよいかその方法が思い浮かばない姿が見ら

れました。

子ども達が成長するためには、その子ども達を見守ってい

る家族や地域の方がいらっしゃるということを自覚させるこ

とが大変重要であると考えます。自分の周りには、自分の成

長を心から喜んでいる大人がたくさん存在し、自分を支えて

くれていることに気付かせると共に、感謝する気持ちを持た

せることが、一人一人の成長する加速を上げていくのではな

いかと考えます。

子ども達の周りにいる大人が笑顔になることが、その子ど

もが今後出会うであろう人を笑顔にすることにつながると思

います。教育は、すぐに結果が表れるものではありませんが、

子ども達の未来を想像しながら、これからも谷端小の子ども

達を第一に考えてくださっている地域の皆様や保護者の皆様

と共に、子ども達を支えていけるよう努力したいと思います。

増築校舎は、鉄骨の骨組みが立ち上がってきました。

増築校舎の中にできる階段も、外から見えるようにな

りました。校舎全体の様子が分かるようになり、新し

い校舎でどんな学習活動が展開できるようになるか、

子ども達もとても楽しみにしながら工事の様子を見て

います。

９月下旬現在８月下旬頃

はたらく消防の写生会 表彰者
優秀賞 １年１組 OAさん

２年１組 SA大さん

入選 １年１組 IHさん

２年１組 NHさん ２年２組 SRさん
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